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いまこそ「絆」を 

新しい年を迎えました。今年は丑年です。
「牛歩」の言葉通り着実な一歩を重ねていき
たいと思います。 
さて、関東１都３県に続き、兵庫県にも緊

急事態宣言発出されました。また、大阪・愛
知・福岡など7府県についても同時に発出さ
れました。全国に感染が広がっている状態で
あり、「いつ」「どこで」「誰が」感染しても
不思議ではないという不安は、誰もが感じざ
るを得ません。 
本校では、年度当初から校内学校保健委員

会を何度も繰り返し開催し、状況に合わせて
対策を講じてきました。これからも感染を拡
大させないために、緊張感を持って取り組ん
でいきたいと思います。 
コロナ禍はいつか必ず終息します。そのと

きのことを頭に描き、今は、必死で頑張って
くださっている医療関係者の皆様に心から感
謝しながら、しっかりと踏ん張る時期である
と思います。また、感染した人への誹謗中傷
も絶対に避けねばなりません。苦しい状況の
中、助け合ってコロナ禍を乗り越えたとき、
龍野東中関係者の互いの信頼関係（絆）が一
層強まったことを確かめ合えたら、どんなに
幸せだろうと思います。 

 

アルコール噴霧機（足踏式）を
２台設置しました 

たつの市のコロナ対策費で

足踏式のアルコール噴霧機

を購入し、出入りの多い来賓

玄関（本館西南入口）と、体

育館入口に設置しました。ポ

ンプを手で押すことなく手

指の消毒ができます。 

感染防止のため、来校された

際には、是非お使いください。 

 

ひがドラ 

1月・２月の主な行事 
 
＜１月＞ 
22日（金） 個別懇談（３年） 
25日（月） 個別懇談（３年） 
26日（火） 個別懇談（３年） 
30日（土） 揖龍ふれあい作品展（2/2まで） 
 
＜２月＞ 
４日（木） 七大委員会 
５日（金） 入学説明会（神岡小学校） 
８日（月） 入学説明会（小宅小学校） 
      代議員会 
10日（水） 県内私立高校入試 
      入学説明会（誉田小学校） 
12日（金） 県内私立高校合格発表 
16日（火） 県内公立高校推薦入試 
      誉隣保館祭り（展示）（2/20まで） 
18日（木） 学年末考査 
19日（金） 学年末考査 
21日（日） 県内公立推薦合格発表 
      民推協神岡支部リーダー研修 
24日（水） 県内公立高校願書提出（一般） 

 
３月の主な行事 
 
１日（月） 県内公立高校志願変更（3/3まで） 

４日（木） たつの市民推協常任委員会 

ＰＴＡ総務委員会 

８日（月） ３年給食最終日 

９日（火） 卒業式準備 

10日（水） 第54回卒業証書授与式 

12日（金） 県内公立高校一般入試 

19日（金） 県内公立高校合格発表 

１、２年給食最終日 

24日（水） 修了式 



 

東晴仁語       阪神淡路大震災から 26年 
26 年前の 1995 年（平成 7 年）1 月 17 日 5 時 46 分 52 秒、阪神淡路大震災は起こりまし

た。犠牲者は 6,434人。負傷者は県内だけでも４万人以上に達しました。衝撃的だったのは、阪神

高速３号神戸線が倒壊している映像でした。壊れるはずがないものが壊れている。目を疑いました。

合成写真かとさえ思いました。 

当時私は姫路に住んでいましたが、あのときの大きな揺れは今でもはっきりと覚えています。部屋

の本棚が大きく揺れ、すぐ下に寝ていた当時２歳の娘を守ろうと、慌てて本棚を両手で押さえまし

た。神戸や淡路に比べれば揺れは小さかったのでしょうが、かなり力を入れていないと危ない状況で

した。もし、本棚が倒れていたら娘は下敷きになったかもしれません。あるいは、ガラス戸が開いて

いたら、中の本や置物が飛び出して直撃したかもしれません。 

人間の細胞一個が偶然に生まれる（一つの命が生まれる）確率は、一億円の宝くじが百万回連続当

選するのと同じくらいなのだそうです。ジャンボ宝くじの一等が一回当たる確率が１０００万分の

１だとしたら、東京都に住む全ての人が１枚ずつ買っても、たった一人にしかあたらない。それが百

万回連続で同じ人に当たる確率だというのです。これはもう奇跡中の奇跡と言うしかありません。こ

んな確率で生まれてきた命が、一瞬の震災で亡くなると考えるといたたまれない気持ちにもなりま

す。だからこそ、私たちは、この震災のことを決して忘れてはいけないのであり、必ず、次の世代に

責任を持って伝えていく必要があるのだと思います。 


